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12. アップデートの記録 
Version 2.00： 2010年9月1日 

  第３回日本ファーマコメトリクス研究会のデモンストレーションで使用 

 

Version 2.00 → 2.01： 2010年9月13日 

 パラメータのない非線形モデルの複製シート挿入時のバグを修正 
 パラメータ傾斜シミュレーションの色を修正 
 モーメント外挿線の描画オプションを設定 
 最初のスタックが削除できないバグを修正 
 スタックの情報がファイルから読めないバグを修正 
 「最適化方法」および「解析対象」の選択肢を整理 
 微分方程式から直接独立変数を参照できるようにしました 


